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ムという、非常によく知られた実験です。123 家族、アフリカ系アメリカ人の低所得の家族を選んで、それを 2 群に分けて、











































































































































まず 1 点目に、先ほども申し上げましたが、何も司法制度が少年非行を起こしているわけではありません。10 代の子
どもたちというのは、常に犯罪を起こすリスクにさらされているわけで、たいてい青年期が終わるまでに一度は逸脱行為
をするものだと思います。
こういった行動というのは、例えば貧困家庭、あるいは問題を抱える家庭で育った子どもは、特にリスクが高く、薬物、
銃にもさらされる環境にもいるわけです。
こういったことを考えますと、やはり司法制度を見直すということだけではなくて、社会の問題、こういった病巣を取
り除く努力も求められるわけです。例えば、家族の不平等の問題とか、いろいろな問題に対処することを考える。そして、
家族の強み、地域社会の強みを、いかに強くするのか。そういうことにも目を向けることが必要だと思います。
アメリカ、イギリスには、国親思想という考え方があります。これは、もともとは親をなくした子どもに対して、国が
親代わりをするという考え方でしたけれども、最近では、子育てがうまくいっていない親に対しても、国が親代わりをす
るという考え方もあります。
しかし、国は決して親にはなれないのです。子どもを愛してあげることもできなければ、本を読んであげたり、習い事
に連れていってあげたり、宿題を手伝ってあげたりはできない。国には親の代わりは、やはりできないのです。
国が何をしなければならないのかというと、家族を支えること。サポートすること。それが国の役割です。先ほども紹
介しましたけれども、リスクが高いと考えられる場合には妊娠中からでも、介入は早すぎることはないわけですから、サ
ポートを行っていくことが求められます。
子どもたちというのは、大人と比べて犯罪を犯しやすいという生物学的な状況にあるということ。例えば、意思決定の
プロセスが大人とは違うということも申し上げました。そういったことを考えて、少年司法、あるいは更生のプログラム
を行っていくことが重要だと思います。
ただ単に子どもは大人のミニチュアなんだと考えたり、あるいは罰則を強化するということだけでは有効ではないと思
います。子どもは大人と違うからこそ、少年司法制度があるわけであり、その点は評価されることだと思います。
子どもたちは、まだまだ未熟なわけです。そういった未熟な子どもたちに対して、何か悪いことをした場合に何が起こ
るのかということを、ちゃんと伝えていく。何か間違いを起こしてしまった場合には、その修復の仕方を教えてあげる。
どうやってそれを元に戻せばいいのかを教えてあげる。
その過程から、子どもたちは学ぶことができるわけです。そういった過程を得て（経て？）子どもたちは立派な社会の
一員へとなっていくのだろうと思います。これが今後の司法を考える上で、とても重要なことかと思います。
皆さまの非常に高貴な使命に、私の今日の発表が何らかのお役に立てれば非常に幸いでございます。どうもありがとう
ございました。

